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【禁忌（次の患者には投与しないこと）】
甲状腺機能低下症又は副甲状腺機能亢進症の患者［症状を悪
化させるおそれがある。］

【組成・性状】
販 売 名 炭カル錠500mg「旭化成」

成分・含量
（ 1 錠中）

沈降炭酸カルシウム
500mg

添 加 物 低置換度ヒドロキシプロピルセルロース、アラビ
アゴム末、ステアリン酸マグネシウム

色 ・ 剤 形 白色の素錠

外 形

大 き さ 直径9.5mm、厚み5.1mm

重 量 580mg

識別コード  251

【効能・効果】
下記疾患における制酸作用と症状の改善

胃・十二指腸潰瘍、胃炎（急・慢性胃炎、薬剤性胃炎を含む）、
上部消化管機能異常（神経性食思不振、いわゆる胃下垂症、
胃酸過多症を含む）

【用法・用量】
沈降炭酸カルシウムとして、通常成人 1 日 1 ～ 3 gを 3 ～ 4 回
に分割経口投与する。なお、年齢、症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
1. 慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）

⑴腎障害のある患者［排泄障害により副作用があらわれるこ
とがある。］

⑵心機能障害、肺機能障害のある患者［症状を悪化させるこ
とがある。］

⑶便秘のある患者［症状を悪化させることがある。］
⑷高カルシウム血症の患者［血中カルシウム濃度がさらに上

昇し、副作用があらわれやすくなる。］
2. 相互作用
併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
テトラサイクリ
ン系抗生物質

テトラサイクリン系
抗生物質の吸収が低
下し、効果が減弱す
ることがあるので、
同時に服用しないこ
と。

カルシウムと難溶性
の塩を生成し、テト
ラサイクリン系抗生
物質の腸管吸収を妨
げる。

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
経口薬剤 併用薬剤の吸収・排

泄に影響を与えるこ
とがあるので、慎重
に投与すること。

本剤の結合作用又は
消化管内・体液のpH
上昇によると考えら
れている。

大量の牛乳 milk-alkali syndrome
（高カルシウム血症、
高窒素血症、アルカ
ローシス等）があら
われることがある。
観察を十分に行い、
このような症状があ
らわれた場合には投
与を中止すること。

機序不明。

活性型ビタミン
D製剤

アルファカル
シドール
カルシトリオ
ール等

高カルシウム血症が
あらわれやすくなる。

活性型ビタミンD製
剤はカルシウムの吸
収を促進する。

ロキサデュスタ
ット

ロキサデュスタット
と併用した場合、ロ
キサデュスタットの
作用が減弱するおそ
れがあるため、併用
する場合は、前後 1  
時間以上あけて本剤
を服用すること。

ロキサデュスタット
を酢酸カルシウムと
同時投与したとこ
ろ、ロキサデュスタ
ットのAUCinfが低下
した。

3. 副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を
実施していない。

頻度
分類 頻度不明

代謝異常注） 高カルシウム血症、アルカローシス等の電解
質失調

長期・大量投与 腎結石、尿路結石
消 化 器 悪心、嘔吐、便秘、下痢、胃酸の反動性分泌
過 敏 症 瘙痒感

注）�観察を十分に行い、異常が認められた場合には、減量又は休
薬等の適切な処置を行うこと。

4. 高齢者への投与
一般に高齢者では生理機能が低下しているので減量するなど
注意すること。

5. 適用上の注意
薬剤交付時：PTP包装の薬剤はPTPシートから取り出して服
用するよう指導すること。（PTPシートの誤飲により、硬い
鋭角部が食道粘膜へ刺入し、更には穿孔を起こして縦隔洞炎
等の重篤な合併症を併発することが報告されている）
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【薬 効 薬 理】
日局沈降炭酸カルシウムは不溶性カルシウム剤の一種で制酸作用を呈し、
また吸着作用も現すので胃潰瘍及び胃酸過多症に制酸薬として用いる1）。

【有効成分に関する理化学的知見】
一般名：沈降炭酸カルシウム（Precipitated Calcium Carbonate）
分子式：CaCO3

分子量：100.09
性　状：本品は白色の微細な結晶性の粉末で、におい及び味はない。

本品は水にほとんど溶けないが、二酸化炭素が存在すると溶解性
を増す。
本品はエタノール（95）又はジエチルエーテルにほとんど溶けな
い。
本品は希酢酸、希塩酸又は希硝酸に泡立って溶ける。

【取扱い上の注意】
安定性試験
最終包装製品を用いた長期保存試験（室温、 3 年間）の結果、通常の市場
流通下において 3 年間安定であることが確認された2）。

【包 装】
炭カル錠500mg「旭化成」：�PTP100錠（10錠×10） 

PTP500錠（10錠×50） 
バラ500錠

【主 要 文 献】
1）第十六改正日本薬局方解説書，C-2669（2011）
2）旭化成ファーマ株式会社：社内資料（安定性試験）

【文献請求先】
「主要文献」に記載の社内資料につきましても下記にご請求ください。
旭化成ファーマ株式会社　医薬情報部くすり相談窓口
〒100-0006　東京都千代田区有楽町一丁目 1 番 2 号
0120-114-936（9：00～17：45/土日祝、休業日を除く）
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